
              令和４年度 学校自己点検結果 

 

「看護師養成所の自己点検・自己評価指針」を基に検討した内容で学校の自己点検・自己評価を行い学校

運営の改善に努めております。自己評価結果は以下の通りです。 

 

評価のカテゴリーを 9 領域、50 評価項目とし、4 段階評価（４：よく当てはまる ３：大体当てはま

る ２：あまり当てはまらない １：全く当てはまらない ）にて教職員による自己評価を実施しまし

た。 

Ⅰ．教育理念・アドミッションポリシー・ディプロマポリシー（3 項目） 

Ⅱ．学校運営・経営管理（11 項目） 

Ⅲ．教育課程・教育活動（12 項目）  Ⅳ．学生支援（5 項目） Ⅴ．教育環境（4 項目） Ⅵ．入学・

学生確保（5 項目） Ⅶ．卒業・就職・進学（3 項目）  

Ⅷ．地域貢献・国際交流（2 項目） 

Ⅸ．研究・職員の育成（5 項目） 

 

 

アンケート結果 

 

 

 

 

 

0
0.5

1
1.5

2
2.5

3
3.5

Ⅰ 教育理念・アドミッショ

ン・ディプロマポリシー

Ⅱ 学校運営・経営管理

Ⅲ 教育課程・教育活動

Ⅳ 学生支援

Ⅴ 教育環境Ⅵ 入学・学生確保

Ⅶ 卒業・就職・進学

Ⅷ 地域貢献・国際交流

Ⅸ 研究・職員の育成

令和４年度 学校自己点検結果

R2 R3 R4



評価項目 結果 実施内容および課題 

Ⅰ．教育理念・アドミッシ

ョンポリシー 

ディプロマポリシー

に関する事項 

3.4 令和４年度のカリキュラム改正に伴い、設置主体が神戸市民間病 

院協会であることを基盤とした内容で見直し、合わせてアドミッ 

ションポリシー・ディプロマポリシーを明示しました。今後その 

内容が学生・教職員に浸透し実践できるようにしていくととも 

に、学生や教員にとって教育の指針となるよう説明を行い周知で 

きるようにしていきます。 

Ⅱ．学校運営・経営管理に

関する事項 

2.9 年度初めに提示される学校運営方針に学校運営に関する事項を

明記し、口頭での説明を実施、年度末には運営等に関しての評価

を行い文書にて提示し、周知できるよう取り組みました。 

Ⅲ．教育課程・教育活動に

関する事項 

2.9 令和４年度の新カリキュラム改正に伴い、教育課程における単元

構成について検討し、授業内容に関しては各回の内容を明示し学

生が内容理解しやすいように工夫しました。ほぼ対面授業を行い

ICT 活用等による授業運営を行いました。科目履修の順序性を考

え効果的な教育活動が行えるよう取り組んでいきます。実習に関

しては、適宜状況に合わせ調整を行い実施できました。 

Ⅳ．学生支援に関する事項 2.9 ピアサポート体制による学生支援やキャリア室との協力による

学生支援や ICT 活用による支援を行いました。学生の課題に対

応しながら効果的な学習支援に取り組んでいきます。また学生の

状況に合わせ適宜保護者と協力・連携を図り支援していきます。 

Ⅴ．教育環境に関する事項 3.1 教育環境としての施設・設備・教材の整備を年次ごとの計画を立

て実施、また必要に応じ適宜整備を実施しています。令和４年度

で全教室の天井吊り下げ型プロジェクター設置が終了しました。

今後も計画的に継続し教育環境の整備に努めます。 

Ⅵ．入学・学生確保に関す

る事項 

3 進学説明会への参加や後期から随時学校見学等の実施とともに

Web を活用し願書のダウンロードや入試合格発表など時代に合

わせ方法の変更等を行いました。今後も学生確保のため積極的な

広報活動・学校見学会等を行っていきます。 

Ⅶ．卒業・就職・進学に関

する事項  

3 就職への支援、民間病院への就職率を高めるための努力をしてい

ます。今後も教育理念に基づき民間病院及び神戸市会員病院への

就職率の向上を目指し支援継続していきます。 

Ⅷ．地域貢献・国際交流に

関する事項 

 

2.７ 地域社会への貢献に関してはコロナ禍で実施できなかったが、次

年度は感染状況を見ながら地域活動に貢献できることを考え計

画的に取り組んでいきます。 

Ⅸ．研究・職員の育成に関

する事項 

 

2.5 感染症対策が優先され、学会等への参加が十分でなかったが教育

力向上のためにも今後できるだけ参加し教育に反映させ、教育力

の向上を目指します。 

                                    R5 年 5 月 



学校関係者評価 

 

＜実施日＞ 令和５年６月８日（木） 14：30～15：30 

＜場所＞  本校８F 第 1 会議室 

＜参加者＞ 神戸市民間病院協会：会長 1 名 副会長 2 名 

      学校：学校長・顧問・事務部長・事務次長・教務主任 

＜方法＞  

学校評価結果について学校より説明後、評価内容及び結果についての質疑及び意見交換 

を行った。 

 

＜質疑内容及び意見等＞ 

 ①コロナ禍での実習の実施状況について 

   2020 年度・2021 年度と比較すると、年々、病院での実習が可能となり令和 4 年度に 

おいては予定していた実習の 95％は臨地で実習を行うことができた。病院によって 

制限の状況が異なり対応・調整が難しいこともあったができるだけ臨地で経験させ 

たい旨を伝えできることが多くなった。やはり臨地での実習経験は学生の知識の定 

着や考える力へと結びついており、国家試験の問題解答にも役立っており実習の重 

要性について改めて実感した。 

   次年度、感染状況については不明瞭であるが、学生の教育の質は常に担保できるよう 

今後も務めていく必要がある。 

 

②看護師国家試験対策について  

看護師国家試験の合格率 98.４％とよい結果であった。国家試験対策として、外部講師や 

業者による補習講義や内部教員による補習講義の実施と、問題集の解答を計画的に実施 

したうえで適宜試験を実施、合格ラインの得点が取れるまで繰り返し行うことで力がつ 

いてきたようである。 

1 年次から学習習慣をつけ、学習力・成績向上につながるよう支援を継続し全員合格につな 

がるようにしていくとよい。 

 

③就職状況について 

就職率は１００％（国家試験合格者）でよいといえるが、民間病院への就職率をみると例年 

に比べ下がっておりあまり良い結果とはいえない。今回、県内の民間病院への就職率が低く 

なった理由として、家庭の事情により県外（関東・四国）への就職者や民間病院にはない分野 

への就職希望者がいたことがあげられる。 

就職に関しては学生に本校の趣旨について説明し民間病院への就職を推奨している中、このよ 

うな結果となったが今後も引き続き民間病院にできるだけ多くの学生が就職するよう関わって 

いく。卒後支援としては、民間病院以外に就職した卒業生に関しても情報収集しながら就業継続 

できるよう支援をしていく。 



 

④受験生の応募状況について 

   年々受験生が減少していること、特に社会人経験者の受験生が減少しているが、その理由と 

して考えられることはコロナに関する医療現場の報道の影響や企業採用の増加によるもので 

はないか。医療現場の看護師不足に対応すべく社会人経験者を看護師として育成することは 

専門学校として大きな意義があると考える。今後、社会において看護に興味を持てるような 

取組等が行われることや、学校独自に学校アピールをしていく取り組みが必要である。 

   留学生の受験に関しては、現在留学生受け入れが可能な体制が整っていないため受け入れて 

おらず、現段階では受け入れ体制を整えることは難しい状況である。 

  

  

＜まとめ＞ 

受験生確保に関しては大きな課題と言える。３年前までは社会人経験者の入学者が 6～7 割で 

あったのが、現在は逆転している。社会人経験者の受験者数にもよるが、今後 18 歳人口の受 

験生が減少していくことを考えると積極的に社会人経験のある看護師の育成を目指し社会人 

の門戸をもっと広げていくことが必要である。 

   留学生受け入れについての現状として受け入れ体制が整っていないため行っていないが、今後 

は状況を見ながら留学生の受け入れについても視野にいれていく必要があると考える。 

 

コロナの感染状況も前年度に比べると落ち着いたこともあるが、感染防止対策等を含め学校 

運営は概ねできていた。臨地実習の調整もできほぼ臨地での実習ができたこと、学校内での感染 

拡大が起きなかったことは良かったといえる。コロナの分類が 5 月以降 5 類に変更されたが、今

後も感染状況に十分に注意し状況を見ながらの学校運営が必要である。 

 

 


